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Ⅱ-１２ 

厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業） 
総合研究報告書 

てんかんの地域診療連携体制推進のためのてんかん診療拠点病院運用ガイドラインに関する研究  

 

埼玉県てんかん診療拠点機関におけるてんかん診療実態調査

研究分担者：山内 秀雄 埼玉医科大学小児科 

 

研究要旨 

埼玉県てんかん診療拠点機関である埼玉医科大学病院における過去 4 年間の、てんかん

実績を調査した。受診患者数、受診患者男女比、長時間ビデオ脳波検査実施数、手術件

数はそれまで漸増傾向にあったが、2020 年度はいずれも著減しており SARS-CoV2パンデ

ミックの影響であると考えられた。コンスタントにてんかん診療拠点機関の責務を果た

す方法を検討してゆくことが肝要であると考えられた。 

 
Ａ.研究目的  

埼玉県てんかん診療拠点機関である埼玉医科大学

病院の 4 年間のてんかん診療実態を調査すること

によって、埼玉県におけるてんかん診療の問題点

について考察する。 

 

Ｂ.研究方法 

2017 年度から 2020 年度の埼玉医科大学病院にお

けるてんかん実績を受診患者数、受診患者男女比、

長時間ビデオ脳波検査実施数、手術件数について

後方視的に調査した。 

 (倫理面への配慮) 

患者個人情報に十分配慮して施行した。 

 

Ｃ.研究結果 

2017 年度から 2019 年にかけて患者受診受診患者

数は 2017年度では入院 108、外来 1105であり、2018

年度 113、、1118、2019 年度 126、11134 と軽度の

増加傾向であったが、2020 年度は入院 48、外来 921

と前年度の 38％、81％に減少した。受診者年齢に

ついては 2017 年度では成人：小児比が 1.７4：1.00

であったが、2020 年度のそれは 1.66：1.00 であり

成人の受診比率がやや減少する傾向を認めた。男

女比では 2017 年度では 1.19:1.00 であったが、

2020 年度では 1.34:1.00 と男性比率がやや上昇し

た。入院による長時間ビデオ脳波検査は 2018 年度

211 件、2019 年度 246 件であったが、2020 年は 59

件に減少した。てんかん手術件数は 2020 年度は０

件であった。 

Ｄ.考察 

2020 年度のてんかん診療の実績が低下した理由と

して、SARS-CoV2 感染症拡大の影響が考えられる。

このような状況下でもてんかん診療実績をコンス

タントに維持する方法として、オンライン診療を

積極的にとりいれるなどの工夫が必要であると考

えられた。 

 

Ｅ.結論 

SARS-CoV2 感染症拡大によりてんかん実績が著減

した。てんかん診療拠点機関としての責務を果た

す意味でもITなどを用いるなど新しいてんかん診

療形態の模索が今後の検討課題になる。 
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なし 
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by Japan Epilepsy Society. Annual Meeting of 
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方とその施設基準 委員会企画セッション 
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Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし




